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羊水検査３ 医療者からの「検査を受けるかどうか」についての質問

「羊水検査を受けるかどうか、医療者からたずねられ
ましたか。」という質問に対し、「はい」「いいえ」で回答
してもらった。

医療機関調査では、回答のあった141名のうち「は
い」は24名(17.0%) 、「いいえ」が117名（83.0%)であった。

保育園調査では、回答のあった343名のうち、「はい」
は70名(20.4%)、 「いいえ」が273名（79.6%)であった。

医療機関調査と保育園調査ともに、母体血清マー
カー検査と同じく、羊水検査を受けるかどうか、医療者
から尋ねられなかったと答えた人が多い。

図Ｃ-5 医療機関 羊水検査について医療者からの質問

図Ｃ-5 保育園 羊水検査について医療者からの質問

n=141、ただし、無回答15を除く

n=343、ただし、無回答35を除く
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羊水検査５ 受けた/受けなかった理由【医療機関】

「羊水検査を受けた理由、または受けなかった理由を教えてください」と記述で回答してもらった。

• 医療機関調査では113名の記述があった。そのうち、羊水検査を受けたと回答した人は4名、受けなかったと
回答した人は109名だった。

• 羊水検査を受けた理由としては、「クワトロテストで陽性だった」、「心配だったから」「妊娠期間を安心もしくは
準備をして心の整理をつけておきたかった」などがあげられる。検査による流産や、胎児の障がいが分かった
後の中絶を「受け止められる」と記述した人もいた。

• 羊水検査を受けなかった人の理由としては「必要と思わなかった」が多かったが、流産の可能性、どちらにし
ても産むから必要ない、と記入した人も多かった。その他に、医師が検査について何も言わなかった/勧めら
れなかった、という回答も少なからずあった。

• 「必要と思わなかった」と考える根拠として、医師が何も言わなかったことを挙げる人もおり（「医療者から説明
がなかったため必要ないと思った」など）、必要ないという判断に対する医師の影響も大きいと思われる。

• その他に「クアトロテストで異常がなかった」、「超音波で問題がなかった」などスクリーニング検査の結果を挙
げる人、「高齢でない」など年齢に言及する人もいた。他には検査について「知らなかった」、「結果を知って不
安になりたくない」、「費用が高い」などの理由も複数挙がっていた。

※検査を受けたか否かについての結果は、少数であってもこの調査には必要であると判断して、4名以下の場
合も示した。
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羊水検査５ 受けた/受けなかった理由【保育園】

「羊水検査を受けた理由または受けなかった理由を教えてください」と記述で回答してもらった。

• 保育園調査では286名が記述していた。そのうち羊水検査を受けたと回答した人は19名、受けなかったと回
答した人は267名であった。

• 羊水検査を受けた理由としては、「高齢妊娠だから」など、年齢に関わる記述が多かったが、障がいをもった
子どもを出産した経験があったり、病気を持っていることがわかっている胎児に他の病気がないか調べるた
めの受検、その他NT検査でリスクが高いという結果が出た人も複数いた。

• 検査を受けない理由としては、医療機関調査と同様に「必要と思わなかった」が多く、その根拠としてクアトロ
テストを含む母体血清マーカー検査、NTを含む超音波検査で異常が指摘されなかったことを記述した人たち
がいた。検査について医師から説明されなかったために、「自分には必要ない」と解釈して記入していた人が
複数いた。これは医療機関調査の結果と同様である。

• 検査による流産の危険性があるために受けなかったという理由も多くみられた。また「受けて、結果が悪かっ
た場合、どうすればいいかわからなくなってしまうため」など、中絶を安易に選択したくないという気持ちが垣
間みられた。検査について「知らなかった」と書いた人たちも複数いたが、「知らない。病院からは必要な情報
しか与えられなかったので、それ以外はできる限り気にしない様にしていた。知れば知る程色々な不安がつ
のるため」と中には知らなかったことを肯定的に捉えた記述もあった。
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羊水検査８ 検査についての気持ちや考え【医療機関】

（回答者全員に対して）「羊水検査についてあなたのお気持ちやお考えを聞かせてください」と尋ね、記述で回
答してもらった。

• 医療機関では83名の記述があった。記述には、羊水検査に対して積極的・肯定的な評価と消極的・否定的な
評価があったが、その両方を書いている人もいた。ここからも、この検査に対する気持ちや考えの複雑さが垣
間みられた。積極的・肯定的な評価としては「検査によって事前に病気等が分かればありがたい」、「やはり自
分には障がい児を育てる自信がないので」などがあった。「受けたい人が受ければいい」といった、個人の選
択であることを強調する記述もあった。

• 消極的・否定的な評価は実に多様であった。最も多く言及されていたのは「事前に赤ちゃんの状態を知ってお
ろすかおろさないかを選択する為の検査なら必要ないと思う」など、中絶を前提とする検査への抵抗感であっ
た。この他、「リスクをおかしてまで受ける程心配ではなかった」など副作用である流産に対する否定的な記
述も多くみられた。「リスクがある妊娠なら考えたかもしれない」といった消極的だが条件付で検査を受け入れ
る可能性を示した記述もあった。

• 他には、費用、穿刺への恐怖、「検査の結果何か異常がみつかるのがこわい」「医師の説明は検査の方法や
結果のみで、その結果を背負って生きていく人生は視野にない様と感じた」など検査結果とその後の選択に
ついての不安なども記述されていた。


